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交通安全施設等整備事業（公安委員会）                    （単位：千円） 

 

                                           

交通安全施設等の現況（公安委員会）                      

                                                      （注）数値は令和５年度末現在 

種 別     事 業 名         

事 業 の 実 績        

事 業 量 事 業 費      

 交 

 通 

 安 

 全 

施 

 設 

 等 

 整 

 備 

 事 

 業 

交通管制 

センター 
○交通管制システム                  1式 595,079 

信 号 機     
○新 設    

○改 良    

4基 

107基 
275,239 

道路標識 
○大型式 

○路側式 

0本 

1,056本 
54,912 

道路標示 

○横断歩道（新設等） 

○実線標示（新設等） 

○図示標示（新設等） 

992本 

510か所 
76,200 

合 計          － 1,001,430 

区 分             数       量 

信 

 

 

号 

 

集 中 式              726 基   

定 周 期 式              783 基   

押 ボ タ ン 式              508 基   

感 応 式              58 基   

一 灯 式              90 基   

踏           切 1 基   

計 2,166 基 

道 
路 
標 
識 

大 型 式 標 識              1,350 本  

路 側 式 標 識              47,565 本   

道 

路 

標 

示 

横 断 歩 道              9,800 本   

実 線 標 示              227 ㎞   

図 示 標 示              26,726 か所   
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交通安全施設等整備事業（福岡国道事務所）                （単位：千円） 

事 業 内 容 
       事 業 の 計 画        事 業 の 実 績        

事 業 量      事 業 費      事 業 量      事 業 費      

交差点改良、歩道整備、 

自転車通行空間整備 
2か所 81,000 2か所 81,000 

国道  ３号 

防護柵 

区画線 

視線誘導標 等 

― 105,000 ― 105,000 

国道２０１号 

防護柵 

区画線 

視線誘導標 等 

― 19,000 ― 19,000 

国道２０２号 

防護柵 

区画線 

視線誘導標 等 

―  151,000 ―  151,000 

 

交通安全施設等整備事業（福岡市道路下水道局）               （単位：千円）                                                                          

種       別 
事 業 の 計 画        事 業 の 実 績        

事 業 量      事 業 費      事 業 量      事 業 費      

 
 
 
  一 
 
 
 
  種 
 
 

歩 道           5.4km 1,625,079 6.1㎞ 1,767,201 

自 転 車 歩 行 者 道           0.5km 110,000 0.9㎞ 469,074 

歩   行   空   間 15.5km 305,810 27.0km 322,044 

そ の 他        (注 1) － 845,000 ― 206,334 

小 計     － 2,885,889 ― 2,764,653 

 
 
 
  二 
 
 
 
 
 
 
 
  種 

防 護 柵           4.5㎞ 142,975 3.9㎞ 128,300 

照 明 灯           366基 234,336 648基 319,762 

反 射 鏡           189基 62,700 282基 49,389 

道 路 標 識           28基 39,000 111基 41,634 

区 画 線           64.4㎞ 160,500 106.5㎞ 135,091 

自 転 車 駐 車 場           6箇所 210,000 3箇所 133,471 

そ の 他        (注 ２) ― 1,701,054 ― 2,955,797 

小 計     ― 2,550,565 ― 3,763,444 

 合計 ― 5,436,454 ― 6,528,097 

  (注１) その他は、自転車通行環境や横断歩道橋等の整備費。 

  (注２) その他は、視覚障がい者誘導用ブロック等の整備費。 

 



 - 3 - 

 

交通安全施設等整備事業（福岡市道路下水道局）                   （単位：千円） 

事 業 内 容          
事 業 の 計 画        事 業 の 実 績        

事 業 費       事 業 費       

特定交通安全施設等整備事業                1,927,209 2,803,584 

地方単独交通安全施設等整備事業 3,509,245 3,724,513 

計 5,436,454 6,528,097 

 

交通安全施設等整備事業（福岡北九州高速道路公社）              （単位：千円） 

事 業 内 容 
事 業 の 計 画        事 業 の 実 績        

事 業 量      事 業 費      事 業 量      事 業 費      

区    画    線 19,388ｍ 35,965 17,449ｍ 32,369 

排 水 性 舗 装              31,785㎡ 850,087 28,607㎡ 765,079 

事 業 費 計 ― 886,052 ― 797,448 

 

交通安全施設等整備事業（福岡市港湾空港局）                 （単位：千円） 

事業内容 

事業の計画 事業の実績 

事業量 事業費 事業量 事業費 

臨 港 地 区 内 区 画 線  9,851ｍ  8,189  7,334ｍ  7,916  

臨 港 地 区 内 防 護 柵 250ｍ 4,343 246ｍ 3,789 

臨 港 地 区 内 照 明 灯 11基 18,469 11基 16,071  
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 駐車対策（福岡市道路下水道局） 

 「福岡市建築物における駐車施設の附置等に関する条例」の適用を受けた附置義務駐車施設や 

    駐車場法に基づく届出(路外)駐車場の整備 

種   別 
令和３年度(実績) 令和４年度(実績) 令和５年度(実績) 

箇所数 施設台数      箇所数 施設台数      箇所数 施設台数      

附 置 義 務         

駐  車  施 設 
89  3,175  59  2,249  53  1,726  

届 出 駐 車 場             3  3,737      8   1,701      14   3,186 

計 92 6,912  67 3,950  67 4,912  

  ※届出駐車場の集計には、附置義務駐車施設に該当するものを除く。 

  

高齢者等の移動手段の確保（福岡市住宅都市局） 

事 業 内 容 実 施 状 況 事 業 実 績 

公共交通のバリ

アフリー化 

ノンステップバス導入への補助 導入率：43.9% 

ユニバーサルデザインタクシー導入への補助 

導入率：20.0％ 

R4n時点のタクシー総台

数を分母として算出 

鉄道駅のバリアフリー化への補助 
鉄道駅のバリアフリー化

率：68.7% 

生活交通の確保 

路線バスの休廃止に伴い公共交通空白地となる地域に

おいて、代替交通の運行経費に補助。 

補助路線：５路線 

（新たな公共交通空白地

の発生：０地区） 

オンデマンド交通社会実験の実施。 

エリア①東区 

エリア②南区 

エリア③中央区・城南区 

 

交通マネジメントの推進（福岡市住宅都市局） 

事業内容 実  施  状  況 事 業 実 績 

自動車から公共

交通機関への利

用転換の促進 

①モビリティ・マネジメントの実施 

 各区への市外からの転入者を対象に、公共交通に関

するパンフレットやチラシ（時刻表、路線図等）をセ

ットにして配布。 

 

②パーク･アンド･ライド（Ｐ＆Ｒ）の実施 

 商業施設等と連携した取り組みを実施。 

 

① ― 

 

 

 

 

 

② ８施設で実施。 
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道路使用の適正化 

路上における違反広告物(はり紙、はり札、立看板等)の除却作業 （福岡市住宅都市局） 

                                     （単位：千円） 

事 業 内 容         
事 業 の 計 画        事 業 の 実 績        

事 業 量        事 業 費        事 業 量        事 業 費        

除
却
作
業 

委
託 

 
 徒歩による除却 延534回  

(委託料) 
3,458  

   延534回  
 (委託料) 

     3,207  

 
 車両による除却 延516回  

(委託料) 
15,000  

  延518回  
 (委託料) 

     11,548  

  路上違反広告物追放 
推進団体への支援 

延1,333人  
 (ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険等) 

40  
延1,322人  

(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険等) 
     40  

             計  18,498   14,795  

 

自転車駐車対策 

 市営自転車駐車場整備状況（福岡市道路下水道局） 

事 業 の 計 画         事 業 の 実 績         令和５年度末まで 

設置箇所 収容台数 設置箇所 収容台数 設置箇所 収容台数 

0 

（0） 

0 

（0） 

0 

（0） 

0 

（0） 

132 

（89） 

48,349 

（38,742） 

    ＊（ ）内は、有料自転車駐車場の数で内数 
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子どもの遊び場等の確保 

（１）街区公園等の整備（福岡市住宅都市局） 

公 園 種 別           
事業の実績 

箇 所     面積 (㎡ )      

幼 児 公 園           657  219,384  

街 区 公 園           713  1,592,926  

近 隣 公 園           75  1,226,269  

地 区 公 園           10  518,287  

総 合 公 園           9  2,676,448  

運 動 公 園           6  1,035,550  

計   1,470 7,268,864  

                                  

 

（２）放課後等の遊び場づくり事業（福岡市教育委員会）          （単位：千円） 

    

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容          

事業の計画       事業の実績       

事 業 量     事 業 費     事 業 量     事 業 費     

昼 間 校 庭 開 放 事 業 139箇所 

454,078 

139箇所 

432,981 

わ い わ い 広 場  141校 141校 
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児童・生徒・高齢者等に対する交通安全教育 

 

（１）交通安全教室（福岡市市民局） 

区 分 幼児 小学生 中学生 高校生 特別支援学校 大学生 

回  数 355 307 55 16 2 2 

参加人員 27,976 29,385 14,779 11,616 43 209 

区 分 専門学校生 留学生 高齢者 一般  計 

 回  数 0 10 80 31 858 

参加人員 0 462 2,284 3,035 89,789 

 

（２）保健・安全教育担当者連絡会（福岡市教育委員会）                      （単位：千円） 

事 業 内 容          
事業の計画       事業の実績       

事 業 量      事 業 費     事 業 量      事 業 費     

保健・安全教育担当者連絡会     年1回            0      年1回          0  

 

 

（３）子どもの交通安全に関する配付物（福岡市市民局）                        （単位：千円） 

品 名         
配 布 

対象者 

事 業 の 計 画        事 業 の 実 績        

事 業 量      事 業 費     事 業 量      事 業 費     

１ 黄 色 い 帽 子            小学新１年生 14,500個 6,000 14,500個 6,619 

２ 交通安全ランドセルカバー 〃 15,000枚 1,564 15,100枚 1,801 

３ 子どもたちのセーフティプラン 

市立小学新1年生 

市立小学新4年生 

市立中学新1年生 

市HPにて

公表 
― 市HPにて公表 ― 
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広報活動の充実（福岡市市長室・市民局）                                     （単位：千円） 

事 業 内 容 
事 業 の 計 画        事 業 の 実 績        

 
備   考 

事 業 量      事 業 費      事 業 量      事 業 費      

 
  市 政 だ よ り         

― ― ３回 ― 

特定小型原動機付自転車の
交通ルール 
飲酒運転撲滅 
自転車安全利用の推進 

ホ ー ム ペ ー ジ         随時 ― 随時 ― 
飲酒運転撲滅 
自転車安全利用の推進 
高齢者の交通安全対策 等 

ＤＶＤ貸出し ― ― 15回 ―  

ポスター・チラシ 
などの啓発物 

― ― 

ポスター・
チラシ等 
209,441枚 
 
啓発物 
12,300個 

1,369 
飲酒運転撲滅 
自転車安全利用の推進 
四季の交通安全運動 等 

飲
酒
運
転
撲
滅
啓
発 

TVCM・Youtube・ 
デジタルサイネージ 

随時 ― 随時 

― 飲酒運転撲滅 

新聞広告 ― ― 随時 
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自動車事故対策機構による自動車運送事業等に従事する運転者に対する適性診断 

                         （九州運輸局福岡運輸支局） 

事 業 の 内 容        事業の計画       事業の実績       

運転者適性診断 

  定  期   11,472名 

  初  任     4,828名 

  適  齢    3,007名 

 特  定      87名 

  定  期    11,386名 

  初  任     5,405名 

  適  齢     3,288名 

 特  定        78名 

 

      計      19,394名 

 

      計     20,157名 

 

 

自動車運送事業者の行う運行管理等の充実（九州運輸局福岡運輸支局） 

事 業 の 内 容        

事 業 の 計 画         事 業 の 実 績         

実 施 時 期       受講予定人員 実 施 時 期       受 講 人 員       

運行管理者等一般講習             

令和５年４月～ 

 

  令和６年３月 

 101回  

2,641名 

令和５年４月～ 

 

令和６年３月 

10回     

     2,752名 
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気象情報等の充実（福岡管区気象台） 

事業内容 実 施 状 況 

天気予報・ 

季節予報の発表 

日々の天気予報  毎日発表（分布予報・時系列予報） 

週間天気予報   毎日発表 

１か月予報    毎週木曜日発表 

３か月予報    毎月25日頃発表 

暖候期予報    ２月20日発表 

寒候期予報    ９月19日発表 

気 象 説 明 会              

定例会見を年12回（毎月１回）実施 

その他大雨が予想される場合等に随時実施 

場所：福岡管区気象台または九州地方整備局 

参加人員：毎回約10～20名（報道機関等） 

   合計 ６回（内４回は九州地方整備局との合同開催、２回はオンライ

ン開催） 

防災気象連絡会 
５月17日、18日 オンラインで実施 
（福岡地区からの参加者 17日：32名、18日：29名） 

台 風 説 明 会              

４回実施（福岡管区気象台または九州地方整備局で実施しTeams等オンライ

ンでも配信） 

・８月４日 14時30分(台風第６号) 

・８月５日 14時00分(台風第６号) 

・８月７日 15時00分(台風第６号) ※ 

・８月８日 14時00分(台風第６号) 

※は九州地方整備局等との合同記者会見 

気象警報・ 

注意報等の 

発表 

・特別警報発表回数 福岡市    ０回 

・警報発表回数   福岡市    10回 

・注意報発表回数  福岡市    266回 

※個々の警報・注意報発表回数をカウントする 

 

・土砂災害警戒情報 ３回 

※発表から解除までを１回とカウントする。 

 

・指定河川洪水予報の回数（御笠川対象） 

  氾濫発生情報０回 氾濫危険情報０回 

  氾濫警戒情報１回 氾濫注意情報０回 

津波警報・注意報

の発表 

津波予報区「福岡県日本海沿岸」に発表した津波警報・注意報 

 警報発表回数  ０回  注意報発表回数  １回 

緊急地震速報の 

発表 

予報区域「福岡県福岡」に発表した緊急地震速報（警報） 

 警報発表回数  ０回 

地震情報 
福岡市内の震度観測点で震度１以上を観測した地震の回数 

 地震情報    ２回 

気象情報等の発表 
福岡県気象情報   222回 

大雪に関する緊急発表（国土交通省地方支分部局等との連携による）２回 
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資料の作成・配付 

「九州・山口県 防災気象情報ハンドブック2023」 

毎年１回発行 配布機関：市内防災機関、報道機関等 

令和５年７月発行 
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自動車検査体制の充実（九州運輸局福岡運輸支局） 

事 業 内 容        事 業 の 計 画          事 業 の 実 績          

指定自動車整備工場 

立 入 監 査          

1,097工場に対して 

１工場年１回の立入監査 

715工場に対して 

１工場年１回の立入監査 

 

            

   自動車検査員研修          

            

            

  実施時期 

  令和６年１月～２月 

 

  実施回数             26回 

  研修予定人員     3,800名 

  実施時期 

  令和６年１月～２月 

 

  実施回数      26回 

  研修人員     3,264名 

 

 

自動車整備の充実（九州運輸局福岡運輸支局） 

事 業 内 容        事 業 の 計 画          事 業 の 実 績          

整備主任者研修 

  実施時期          

  令和５年10月～11月 

 

  実施回数          24回 

  研修予定人員    3,800名 

  実施時期 

  令和５年10月～11月 

 

  実施回数      26回 

  研修人員      6,582名 

整備管理者研修 

  実施時期 

 令和５年７月～令和６年３月 

 

  実施回数            ７回 

  研修予定人員     2,500名 

  実施時期 

 令和５年７月～令和６年３月 

 

  実施回数       ７回 

  研修人員      2,765名 
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令和５年中 救命講習会実施状況（福岡市消防局）                      

応急手当普及員

講習 
上級救命講習 普通救命講習 救命入門コース 救 急 講 習 

回 数 人 数 回 数 人 数 回 数 人 数 回 数 人 数 回 数 人 数 

18回 422人 20回 503人 199回 4,779人 119回 2,777人 360回 7,485人 

 ※応急手当普及員講習（24時間講習、認定証交付） 

  上 級 救 命 講 習         （８時間講習、修了証交付） 

  普 通 救 命 講 習         （３時間講習（ＷＥＢ講習含む）、修了証交付） 

  救 命 入 門 コ － ス（90分講習、参加証交付） 

 救 急 講 習         （90分未満の講習、修了証なし） 

 

交通事故相談活動（福岡市市長室） 

事 業 内 容          
事 業 の 計 画        事業の実 績 

事 業 量     事 業 量     

交通事故相談所の運営             300件 233件 

研          修 2回 1回 

 
広 
 
報 
 

ふくおか市 生活ガイド 45,000部 40,000部 

相談窓口ガイド 4,000部 4,000部 

市ホームページ 常時 常時 
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種        目 区の抑止目標達成に向け実施した施策 

行  政  区 東  区 

１ 施策の概要 

区の抑止目標達成に向け、令和５年度は下記の施策を実施し、東警察署、東福岡交通安全協会、東

区交通安全推進協議会などの関係機関と共に、交通事故防止に取り組んだ。 

（１） 交通安全思想の普及徹底 

ア 広報啓発活動 

・ 四季の交通安全運動キャンペーン 

・ 飲酒運転撲滅啓発活動 

・ 自転車の安全利用キャンペーン 

・ 交通安全のぼり旗、ポスターの掲示 

・ 交通安全啓発ビデオ、ＤＶＤの貸出 

・ 交通安全教室 

イ 交通安全教室実施結果 

対象 実施回数 参加人員 
幼児 83回 5,205人 

小学生 62回 6,208人 

中学生 10回 2,263人 

高校生 1回 1,200人 

高齢者 6回 153人 

計 162回 15,029人 

（２） 交通安全施設整備 

・ 歩道、路面標示、カーブミラー、区画線等の新設、補修 

・ 関係機関との連絡調整 

 

２ 問題点及び課題 

東区における令和５年中の交通事故発生件数は1,131件で、前年比47件増、死者数３人で前年比１人

増、傷者数1,408人で前年比62人増と全体的に増加傾向となった。 

 

（１） 四季の交通安全キャンペーンや飲酒運転撲滅啓発活動に職員が積極的に参加し、区役所窓口や

ロビー、通用口に啓発品を置くなど、市民に向けた継続的な交通安全や飲酒運転撲滅に関する意識啓

発を図っていく。 

（２） 前年度と比べて事故の件数が増加しており、高齢者の事故も増えているが、特に16～64歳の事

故が増加している。事故の種別についても、全体的に増加しているが、車両相互の事故が特に増加し

ている。改めて、幅広い世代を対象とした交通安全意識の向上を図る必要がある。 
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種   目 区の抑止目標達成に向け実施した施策 

行 政 区 博 多 区 

１ 施策の概要 

（１） 交通安全思想の普及徹底 

ア 啓発活動 

・交通安全教室の実施（保育園（所）、幼稚園、小学校、高齢者、留学生等） 

・四季の交通安全啓発キャンペーン（JR博多駅前広場等） 

・セーフティステーション（福岡国際会議場前） 

・自転車街頭指導（福岡サンパレス前） 

・山笠男衆による交通安全宣言（川端商店街）※ 

 ※荒天により中止 

・自転車マナー向上呼びかけ活動（KITTE博多前） 

・自転車マナーアップ啓発イベント（JR博多駅前広場） 

    ・飲酒状態体験ゴーグル貸し出し 

     イ 交通安全教室等実施結果 

対象 実施回数 参加人員 
幼児 42回 3,424人 

小学生 18回 2,982人 

中校生 9回 1,401人 

高校生 1回 700人 

高齢者 7回 217人 

一般(留学生含む) 3回 111人 

計 80回  8,835人 

ウ 広報活動 

・ 交通安全のぼり掲示（交通安全期間中） 

・ 交通死亡事故多発のチラシの校（地）区回覧（随時） 

・ 市政だより区版への掲載・区役所内でのアナウンス（交通事故防止に関する呼びかけ） 

エ 子ども、高齢者への交通安全推進活動 

・ 高齢運転者を対象としたドライビングスクールの実施 

     （アイルモータースクール博多の森 5/16、9/26） 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止 

・ 交通安全施設の点検・整備促進（随時） 

（２） 道路交通環境の整備 

  ア 道路交通環境の整備 

       ・ 歩道、カーブミラー、ガードレール、標識等 

       ・ スクールゾーン内の交通安全施設の点検 

（10/6 春住校区、12/29 東光校区、1/31 那珂校区、2/5 月隈校区、 

 2/19 東月隈校区、2/28 博多校区） 

 

２ 問題点及び課題 

令和５年中の博多区における交通事故発生件数は1,315件で前年比71件増、負傷者数は1,586人で

前年比51人増、死者数は10人で前年比８人増となっている。 

今後も、更なる減少に向けて、継続させる必要がある。 

（１） 高齢者の交通事故防止のため、校区単位での高齢者交通安全教室の強化を行う。 

（２） 子供の歩行中の事故、自転車通行中の事故に対し、教室の強化・校区及び学校への啓発活動を

行う。 

（３） 交通安全施設整備を充実させ、事故防止に努める。 

（４） 交通ルールの遵守・マナー向上のために周知徹底を強化する。 

（５） 未だに起きている飲酒運転の撲滅のために、イベント内での飲酒ゴーグル体験など啓発を継続 

させる。 
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種    目 区の抑止目標達成に向け実施した施策 

行  政  区 中 央 区 

１ 施策の概要 

区の抑止目標の達成に向け、校区交通安全推進委員会、警察、交通安全協会等の関係機関が一体

となり、交通安全思想の普及と道路交通環境の整備を図った。 

（１）交通安全思想の普及 

ア 啓発活動 

・ 四季の交通安全運動期間に、地域・警察と連携した啓発活動や街頭指導を実施。 

イ 各種交通安全教室の実施 

対象 実施回数 参加人員 
幼児 38回 2,804人 

小学生 27回 3,646人 

中学生 2回 1,295人 

高校生 0回 0人 

一般 13回 321人 

高齢者 5回 185人 

計 85回 8,251人 

ウ 広報活動 

・ 市政だより中央区版や区役所１階のコミュニティビジョンを活用した広報活動を実施。 

エ 子どもと高齢者の交通事故防止活動 

・ 市内小・中学校などの２学期最初の登校日（令和５年度は８月28日）を「中央区交通安全の

日」とし、全校区で児童等の保護誘導や巡回パトロールを実施。 

・ 高齢者を対象に、反射材を配布するなどの啓発活動や高齢者交通安全教室を実施。 

オ 自転車の安全利用に関する推進活動 

・ 毎月８日の自転車マナーアップの日に、地域と共働したキャンペーンを実施。 

カ 飲酒運転撲滅に関する活動 

   地域や警察、企業等と共働した飲酒運転撲滅キャンペーンを実施。 

（２） 道路交通環境の整備 

ア 地域からの道路環境整備の改善要望について、関係機関と調整し、必要な施設の整備を行った。 

イ 中央区内のスクールゾーン路面標示の総点検を行い、補修等を行った。 

 

２ 問題点及び課題 

令和５年中の中央区内の交通事故発生件数は880件（前年比+29件）、死者数５人（前年比+４人）、

傷者数1,046人（前年比+44人）であり、前年と比較していずれも増加した。自転車関連の交通事故

発生件数は250件（前年比+26件）で、全事故件数の28.4％（全市では23.1％）と大きな割合を占め

ているため、自転車利用者の安全利用や交通マナー・ルールの遵守に向けた取り組みを推進する必

要がある。 

 
【重点目標】 
（１）横断歩道マナーアップ運動の推進 
（２）自転車マナー向上の推進・自転車事故の防止 
（３）高齢者交通安全の推進 
（４）飲酒運転撲滅運動 
（５）交差点での交通事故防止 
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種    目 区の抑止目標達成に向け実施した施策 

行  政  区  南  区 

１ 施策の概要 
（１）交通安全思想の普及徹底 

   ア 啓発活動 
・ 交通安全教室の実施(幼稚園、保育園、小学校、校区など) 
・ 交通安全推進街頭キャンペーン(西鉄大橋駅及び井尻駅周辺) 

・ 飲酒運転撲滅キャンペーン(南区役所) 
・ セーフティステーション(西鉄大橋駅周辺) 
・ 高齢者交通安全キャンペーン（区内スーパー） 

 
  ※ 交通安全教室開催実績 

対象 実施回数 参加人員 

幼児 62回 5,205人 

小学生 57回 5,430人 

中学生 8回 1,519人 

高校生 5回 3,864人 

特別支援学校 0回 0人 

保護者 0回 0人 

高齢者 7回 224人 

一般 0回 0人 

計 139回 16,242人 

 
イ 広報活動 

・ のぼり・横断幕・懸垂幕の掲示 
・ 交通死亡事故多発のチラシの配布 
・ 市政だより区版への掲載 
・ 区役所ロビー内コミュニティビジョンによる啓発 

     ウ 子ども、高齢者への交通安全推進活動 
・ 子ども達を守ろう！5000人大作戦！！(各校区) 

・ 高齢者交通安全教室の実施 
       
（２） 道路交通環境の整備 

     ア 通学路の歩車分離事業 
・ 歩道の設置が困難な通学路の交通安全推進のため、路側帯のカラー化を実施 

     イ 交通安全施設整備 

・ 歩道、路面標示(一時停止強調)、カーブミラー、防護柵、照明灯、区画線等の新設及び補
修を実施 

  
２ 問題点及び課題 

令和５年中の南区における交通事故発生状況は、発生件数953件（前年比54件増）、死者数２人
（前年比１人減）、負傷者数1,132人（前年比69人増）となっている。 

今後も交通事故防止に向けた取り組みを実施し、更なる事故減少につなげていく必要がある。 
（１） 自転車の夜間無灯火走行や並列走行等交通マナー、違法駐車等に対し、苦情が多く寄せら 

れていることから、さらに交通安全の啓発を行う必要がある。 
（２） 交差点及びその付近の交通事故が多発していることから、交差点付近の交通環境整備を推 

進するとともに、交通マナーの啓発に努める必要がある。 
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種     目  区の抑止目標達成に向け実施した施策 

行  政  区  城 南 区 

１ 施策の概要 
（１） 交通安全思想の普及徹底 

ア 啓発活動  

・ 新入学児童交通安全一斉キャンペーン 
       ・ 交通安全運動キャンペーン 

     ・ 飲酒運転撲滅キャンペーン 
・ 高齢者交通安全・防犯啓発 
（交通安全教室実施結果） 

対象 実施回数 参加人員 
幼児 22回 1,635人 

小学生 22回 2,301人 

中学生 4回 940人 

高校生 0回 0人 

高齢者 10回 194人 

計 58回 5,070人 

 
   イ 広報活動 

       ・ 懸垂幕、のぼり、ポスターの掲出 
     ウ 各校区内交通安全活動の推進 
       ・ 各校区における交通安全活動は、校区交通安全推進団体が校区自治協議会との連携を図り推

進する（チラシ回覧・配布、横断歩道誘導、のぼり・看板掲出、ポスター掲示等） 
 
（２） 道路交通環境の整備 

   ア 交通安全施設の整備（歩行空間の整備、道路照明灯の設置、道路反射鏡の設置等） 
   イ 道路の新設・改良（道路の舗装及び側溝の新設・補修） 
      ウ スクールゾーンの路面標示設置 
 
２ 問題点及び課題   

     城南区における令和５年の交通事故発生件数は282件で、令和７年度までの抑止目標である320件以

下を達成した。 
   しかし、交通事故は依然として後を絶たず、死亡事故も発生しており、引き続き交通安全施策を推

進する必要がある。 
また、下記の問題点・課題の解決に向けた取り組みが必要である。 

 （１） 無灯火や右側走行、迷惑駐輪等、自転車利用者のマナーは依然として改善されていない。ま
た、ヘルメット着用率も低いため、毎月８日の「自転車安全利用の日」をはじめとした啓発活動

や警察による指導等を強化する必要がある。 
(２）交差点及びその周辺における出会い頭、追突の事故が後を絶たない。地域住民や交通管理者と一

体となって、事故多発地点における交通安全施設の重点整備に努める必要がある。 
（３） 子どもの交通事故数は減少したが、高齢者の交通事故が増加しており、交通安全教室等を通し

て、更なる交通安全の推進を図る必要がある。 
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種    目   区の抑止目標達成に向け実施した施策 

行   政   区   早  良  区 

１  施策の概要 

（１）  交通安全思想の普及徹底 

ア  啓発活動 

・  四季の交通安全運動期間中に区内各所で啓発活動を実施。また、区役所庁舎にて啓発品を配架。 

・ 交通安全教室の実施  (保育所（園）、幼稚園、小・中・高等学校、高齢者等） 

イ  交通安全教室実施結果 

対象 実施回数 参加人員 
幼児と保護者  51回  5,594人 

小学生  49回  4,496人 

中学生  9回  3,437人 

高校生 3回 1,960人 

大学生 2回 209人 

高齢者  11回  350人 

計  125回  16,046人 

ウ  広報活動 

・  交通安全啓発のぼり・横断幕等の掲出 

エ   子ども、高齢者への交通安全推進活動 

     ・ 交通安全教室などを通して子どもや高齢者へ交通安全意識の向上を図った。 

  （２）  道路交通環境の整備 
ア 交通安全施設整備 

    ・ 歩道、路面標示(一時停止強調)、カーブミラー、防護柵、照明灯、区画線等の新設及び補修
を実施。 

・ 歩道の設置が困難な通学路の交通安全推進のため、路側帯のカラー化を実施。 
    ・ 交通安全施設等に関する要望事項の調査及び警察との連絡調整。 

 

  ２  問題点及び課題 

令和５年中の早良区における交通事故発生件数は599件（前年比26件増）で、死者数３名（前年比２件増）、負傷者

数696名（前年比10名増）と全体的に増加傾向であった。 

事故件数が増加した要因としては、新型コロナウイルスによる行動制限の規制緩和に伴い、人の動きが活発になっ

た事が大きいと考える。 

今後も引き続き交通事故防止に向けた取り組みを積極的に展開する事が必要であり、更なる事故防止に向けた啓発

活動を継続していく。 

（１） 四季の交通安全キャンペーンや飲酒運転撲滅キャンペーンでの啓発・広報活動を積極的に実施することで、交

    通安全や飲酒運転撲滅に関する意識啓発を図っていく。 

（２） 高齢者の交通事故が依然として多いため、交通安全教室を通して、更なる交通安全の推進を図る必要がある。 
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種   目   区の抑止目標達成に向け実施した施策 

行 政 区   西 区 

１ 施策の概要 

（１）交通安全思想の普及徹底 

   ア 安全安心マップの作成 

     交通事故が多発する交通危険箇所や、ひったくり等の犯罪危険箇所、災害時の避難所などを示

した「安全安心マップ」を校区自治協議会を主体とし、各校区内の各種団体や警察署と連携して

作成し各世帯に配布、交通事故等の防止へ向け注意を喚起した。（令和５年度対象４校区（石丸

校区、能古校区、金武校区、北崎校区）実施） 

     イ 交通安全教室の実施 

対象 実施回数 参加人数 

幼児 57回 4,126人 

小学生 51回 4,154人 

中学生 12回 3,784人 

高校生 6回 3,892人 

高齢者 8回 293人 

計 134回 16,249人 

ウ 幼児交通安全指導者研修会 

     対象：幼稚園（保育園・所）長及び交通安全担当者、保育士、保護者 参加者：26名 

エ 春、夏、秋、年末の交通安全運動キャンペーンを実施 

     交通安全運動期間中にキャンペーンを実施 

オ 校区交通安全街頭キャンペーンを実施 

   校区ごとに交通安全運動期間中にキャンペーンを実施した。 

カ のぼり旗、ポスター、チラシ等による広報を実施 

     区役所周辺等への、のぼり旗の設置やチラシの配布などで区民に広報 

   キ 飲酒運転撲滅キャンペーンを実施した。 

（毎月25日（土日祝日の場合はその前の平日）姪浜駅、九大学研都市駅にて） 

   ク 自転車安全利用の日キャンペーンを実施 
（２） 道路交通環境の整備 

   ア 一時停止強化事業 

     交差点での出会い頭等の事故が多発している区域を年次的に整備し、事故防止を図っている。

（外側線や交差点クロスマーク等の路面標示） 

     イ 交通安全施設の新設・補修 

     歩道、区画線、防護柵、反射鏡、標識、照明灯等及び路面標示の新設、補修 

    ウ 交通安全施設等に関する要望事項の調査及び警察との連絡調整 

     エ 自転車放置禁止区域等での放置自転車の撤去・街頭指導の実施 

    オ 通学路ストップマーク貼付事業 

     各校区の小学生の通学路を中心に、交差点などの交通危険箇所に路面シール、壁面標識を貼付

し、交通事故の防止へ向け注意を喚起した。 

２ 問題点及び課題 

令和５年中の西区の交通事故発生件数は845件で前年比19件増、死者数１人で前年比増減無し、傷

者数1,023人で前年比41人増で、前年度から増加する結果となったため、より一層交通事故防止に向

けた取り組みを展開していく必要がある。 

（１）四季の交通安全キャンペーンや飲酒運転撲滅キャンペーンでの啓発・広報活動を積極的に実施していく。 

（２）子どもや高齢者の交通事故の発生件数が多いため、今後も継続して対策を行っていく。 

（３）交差点や交差点付近での事故が多発していることから、なお一層の交通環境整備を推進していく。 

 


